
群馬工業高等専門学校　2011 年度シラバス　8903620083CC/20120224

( 科目コード：8903620083CC)

【改訂】第 1 版（2011-03-16）
【科目】環境生物 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

宮里 直樹

【授業目標・教育方針】
生物の基本的事項を学習した後、環境浄化に関する微生物や河川に生息する藻類から魚類に至る生態学的な関係を理
解する。

【授業概要】
　土木工学は、安全を守り生活を便利にする社会の基盤施設の建設・保全におおきな責務がある。しかし、ダムや河
川整備に伴う施設の建設により、生物の多様性が失われてしまう結果となっている。このような弊害をなくすため、
河川を例にとれば、河川中に生息する生物群を珪藻等の微生物から魚類・鳥類に至る階層間での生物・生態学的な関
係を良く理解する必要がある。本授業では、1 年の生物でやり残した部分を講義して、一般的な生物の基礎知識を理
解し、次に分かりやすい具体的な例を示して学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：理解しやすい生物Ⅰ・Ⅱ：水野丈夫：文英堂：978-4578-24115-7
参考書：有限の生態学：栗原　康：岩波書店：4-00-260194-3
参考書：腸内細菌の話：光岡知足：岩波書店
参考書：ここまでわかったアユの本：高橋勇夫、東健作：築地書店：4-8067-1323-4
参考書：田んぼの虫の言い分：むさしの里山研究会：農産漁村文化協会：4-540-04258-0
参考書：高等学校　改訂　生物 I：第一学習社　※ 1 年生物で使用
参考書：フォトサイエンス生物図録：数研出版　※ 1 年生物で使用

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学 15 時間　

【メッセージ】
高校生物の分野では基礎的な力を付け、応用例を通して環境浄化に関する実際の施設との関係を理解して下さい

【成績評価方法】
［前期］中間試験・期末試験：80%　　レポート等：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：環境生物 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 暮しの中の微生物 ガイダンス
　専門分野と生物の必要性説明
　生活に関連する微生物にはどのようなものがあるか

第 2 回 環境と植物の対応 水分調整・光合成 / 西湖の水鳥
第 3 回 光合成と環境要因 光飽和点・温度・二酸化炭素濃度の影響
第 4 回 種子の発芽と植物の反応 植物ホルモンによる成長の調節 / 除草剤とホルモン
第 5 回 植物の開花の調節 光周性・長日植物と短日植物・春化処理
第 6 回 細胞と組織の復習 一年生物で学習した内容の復習・タンパク質・糖類・

脂肪とコロイドの特性
第 7 回 環境と動物の反応 刺激と受容器 / 演習問題で生物基礎知識の確認
第 8 回 中間試験
第 9 回 有限の生態学 1 フラスコの中の微生物はどうなるか

湖沼の二枚貝とタナゴ類の関係
第 10 回 有限の生態学 2 牛の胃袋の中の生態系は、共存の関係か
第 11 回 利根川河床の微生物と水質 河床の珪藻・川虫・魚の関係

水質と珪藻種出現の関係
群馬県河川課の瀬と渕を取り戻す実験工事概要

レポート提出

第 12 回 個体の恒常性の維持 ホルモンと内分泌腺
第 13 回 自律神経とホルモンによる協調 交感神経と副交感神経、伝達物質
第 14 回 河川状況とアユの生育環境 群馬県の河川の代表的な魚であるアユの生態を考え

る、またどうして最近アユが採れなくなったのかを、
生態学的に考察する

第 15 回 まとめと演習
第 16 回 定期試験
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